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朝日町りんごについて
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明治２０年に初めて植栽 １３７年の歴史

昭和４６年「無袋ふじ」栽培技術確立

中央市場で高い評価

りんごが朝日町農業の柱に



平成９年のりんご価格の暴落

長引くりんご価格の低迷

農家所得の向上

りんご生産者の生産意欲向上

輸出事業取組の背景

りんご産業発
展の起爆剤

3



平成１４年～１５年度 輸出可能性の調査

フランス大使館へのセールス

JETROへ相談
平成１６年度 台湾への試験輸出開始

輸出事業取組の経過

問題点
・箱の強度の問題
・モールドパックの色落ち
・りんご＝青森
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平成１７年度 山形県国際経済振興機構と連携

台湾でのブランド化戦略

食味・食感・蜜入りでブランド化

バイヤー招へい
台北市内の高級百貨店での販売
天狗シールの作成
中国語紹介ＤＶＤ作成
生産者による現地販促会の実施
トップセールスの実施
台湾での商標登録
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台湾でのブランド化戦略
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平成１８年度 タイ（バンコク）で試験販売

平成１９年度 中生種（シナノスイート等）の販売開始

平成２０年度～ 東アジア中心に４か国に輸出

平成２６年度 ６か国に輸出拡大

輸出国の拡大
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輸出量推移
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輸出目標は全生産量の１％

輸出目標
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りんごの等階級

○：輸出

大 小

高い

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

低い ○ ○赤秀

１０ｋｇ
玉数

品質
50（品質）

（大きさ）

28 32 36 40 46

特秀

秀

丸秀



輸出品種
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りんごの輸出（R５実績）
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トップセールス



14

トップセールス
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各国のプロモーション活動
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各国でのプロモーション活動
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各国でのプロモーション活動



海外でのりんご（ふじ）１個の値段
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台湾 ・・・ 約４５０円

タイ ・・・ 約４００円

マレーシア ・・・ 約２８０円

フィリピン ・・・ 約２５０円（赤秀）

香港 ・・・ 約５２０円（秀）

丸秀３６玉の場合



りんご生産農家の自信と誇り

農家の所得向上

国内におけるＰＲ効果

町全体の活性化（交流人口の拡大）
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輸出の効果



りんご産地の生き残り
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農業従事者の高齢化、後継者不足

耕作放棄地の増加

朝日町でりんご栽培をしたい人を全国から受入
・農業における第３者継承制度

・輸出はブランド向上の強化策

・輸出国の拡大（検疫への対応）
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ご清聴ありがとうございました。


